
1. USER_ID設定プログラム 
 
1.1. 注意事項 

 本ツールを使用すると、EEPROMへモデル別の情報(USER_ID)が書き込まれます。 

1.2. 使用方法 

本ツールの使用方法を下記に示します。 
1.ツールの起動 2.USER_ID設定値入力 
 Windows Explorer等で本ツール（WriteUID.exe） 
を起動します。 
 

 USER_ID設定値は下記エディットボックスに 
0x0000～0xFFFF までの 16 進 2 バイトで入力
します。（例：0x1234と指定する場合） 

  

3.USER_ID設定値書き込み 4. ツールの終了 
 『Write』ボタンを押下すると、選択された内容を

EEPROM へ書込みます。正常に書込みが終了すると、

下記のメッセージ(Complete!)が表示されます。 

 OK／×ボタンを押下すると本ツールは終了します。 
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